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令和６年度　玉野市地域公共交通会議 

日　時　令和 6年 11 月 21 日（木）14 時～16時 

場　所　産業振興ビル３階　展示会議室　　　  

 

【議　題】 

１　新病院（たまの病院）への運行について 

（１）経緯 

三井病院と市民病院の統合により、三井病院が閉院することから、今までシータクで三井病院に

直接通うことが出来た、荘内エリア及び玉原・和田・日比エリアからの移動手法について、検討を開

始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）検討案 

　通常のタクシーを利用し、利用目的を「通院」に制限して運行する手法について、交通会議におい

て協議を行った。 

 

（３）交通会議での議論（抜粋） 

・通院のためだけの通常のタクシー運行は、病院事業であり、「公共交通」とは異なる。 

・検討の大元は、シータクで通院出来ていた人が行けなくなることへの対応であり、「公共交通」

の枠としてシータクでの対応を検討するべきもの。 

・この度の主要施設である病院の統合はもとより、地域のスーパーの閉店もあることから、将来的

には全エリアからシータクでという視点も投げかけられているもの。 

・利用目的を通院に限らずシータクで、たまの病院まで行くことの実証実験を行い、問題点の洗出

しを行えばよい。 

 

（４）実証実験 

・実証実験として、荘内エリアと玉原和田日比エリアからシータクで行くことが出来る施設に、 

たまの病院を位置づける。 

・実証実験を通し、利用状況の推移や運行上の課題等について、把握・分析する。 
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＜たまの病院までの運行＞ 

 

 

（５）総務文教委員会からの意見 

　・実証実験から得られる内容がデータとして通用するよう、ある程度の期間も設けて実施しても

らいたい。 

　・利用しやすい体系にして欲しい。 

　・運賃の上げ幅を小さくして欲しい。 

　・否定的な意見を持っている。荘内エリア、玉原・和田・日比エリアの人が、引き続き通院出来

るようにすることが目的だが、不平等だと思っている。 

・通院に限った利用という制限をなくすことに大反対。シータクで、たまの病院まで行ける地域

と、そうでない地域で地域格差となっている。公平性に重きを置いて欲しい。 

　・広報誌 1月号の周知までにも、広報誌以外の手段で周知を行って欲しい。 

　・実証実験を行うことで余分に費用がかかるのか。予算の範囲内で行ってもらいたい。 

　・利用者が増えれば経費が増えるはずなので、通院に限った利用という制限をなくすことに慎重

になって貰いたい。 

　・費用面について試算を示して貰いたい。 

　・市内中心部でのシータクの運行についても見直して貰いたい。 

　

 運行エリア 荘内エリア、玉原・和田・日比エリア

 予約 シータクコールセンター

 運賃 ２乗車分の運賃･･･600 円（65 歳以上等 400 円） 

参考：1乗車の運賃･･･300 円（65 歳以上等 200 円）

 運行 【平日のみ運行】 

行き　たまの病院到着時間：9時前後、10 時前後、11 時前後 

※予約状況に応じて、到着時間の概ね 30･40 分前から順次迎えに行く。 

帰り　たまの病院出発時間：11時、12時、13 時

 運行開始 令和７年１月６日（月）

 期間 実証実験の期間として 1年程度を想定


